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悪
質
商
法
勧
誘
や
振
込
め
詐
欺
な
ど
の

電
話
に
よ
る
消
費
者
被
害
が
後
を
絶
ち
ま

せ
ん
。
あ
や
し
い
電
話
に
は
出
な
い
な
ど

の
対
策
が
効
果
的
で
す
。
迷
惑
電
話
防
止

機
能
付
き
の
市
販
の
電
話
機
も
販
売
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
機
能
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
現
在
使
用
し
て
い
る
電
話
機
に
取

り
付
け
て
、
自
動
で
相
手
に
警
告
、
通
話

を
録
音
す
る
通
話
録
音
装
置
機
器
も
販
売

さ
れ
て
い
る
の
で
、
迷
惑
電
話
防
止
対
策

と
し
て
、
ご
家
族
で
検
討
し
て
み
ま
し
ょ

う
。

迷
惑
電
話
対
策
を
強
化
し
た
電
話
機

　

各
電
話
機
メ
ー
カ
ー
で
は
、
迷
惑
電
話

の
対
策
機
能
を
強
化
し
た
電
話
機
を
販
売

し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
電
話
に
出
る
前
に
、
電
話
を

か
け
て
き
た
相
手
と
受
け
る
側
の
双
方
に

注
意
を
促
す
「
迷
惑
防
止
」
機
能
の
あ
る

も
の
や
、
電
話
帳
登
録
者
以
外
か
ら
電
話

が
か
か
っ
て
き
た
場
合
、
受
話
器
を
取
ら

ず
に
「
確
認
ボ
タ
ン
」
を
押
す
と
、
電
話

機
が
自
動
音
声
で
相
手
に
名
前
を
尋
ね
て

く
れ
る
機
能
の
あ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

現
在
使
用
し
て
い
る
電
話
機
に
取
り
付
け

る
通
話
録
音
装
置

　

今
あ
る
電
話
機
に
取
り
付
け
る
「
警
告

メ
ッ
セ
ー
ジ
付
き
通
話
録
音
装
置
」
を
販

売
し
て
い
る
メ
ー
カ
ー
も
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
電
話
を
か
け
て
き
た
相
手
に

自
動
録
音
に
つ
い
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

送
り
、
抑
止
効
果
を
働
か
せ
る
機
能
や
、

万
一
犯
罪
に
あ
っ
た
場
合
で
も
、
録
音
内

容
を
声
紋
分
析
し
、
逮
捕
・
検
挙
の
糸
口

を
つ
か
む
こ
と
を
可
能
と
す
る
機
能
、
緊

急
事
態
発
生
時
に
あ
ら
か
じ
め
登
録
さ
れ

た
電
話
番
号
へ
順
次
連
絡
を
行
っ
て
い
く

機
能
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
機
能
を
活
用
す
る
た
め
に

は
、
各
電
話
会
社
が
提
供
す
る
発
信
番
号

表
示
サ
ー
ビ
ス
（
例
え
ば
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
ナ
ン

バ
ー
デ
ィ
ス
プ
レ
イ　

有
料
：
月
額
使
用

料
、
工
事
費
な
ど
）
等
の
契
約
が
必
要
な

場
合
も
あ
る
の
で
、
事
前
の
確
認
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
通
話
録
音
装
置
で

は
電
源
が
必
要
な
た
め
、
電
気
代
が
若
干

か
か
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　

佐
渡
市
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
（
佐
和
田
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
内
）

　
（
平
日
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時
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自
分
は
大
丈
夫
と 

         

思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

��

―�

迷
惑
電
話
の
防
止
対
策
を
し
ま
し
ょ
う�

―

　

内
海
府
小
学
校
は
、
地
域
に
支
え
ら
れ
、

地
域
と
と
も
に
歩
む
学
校
で
す
。

　

４
月
、
「
カ
ン
ゾ
ウ
の
定
植
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」
に
全
校
児
童
が
取
り
組
み
ま
す
。

こ
れ
は
、
平
成
８
年
に
、
海
府
観
光
協
会

の
カ
ン
ゾ
ウ
保
護

増
殖
活
動
に
共
感

し
た
小
・
中
学
生

が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
参
加
し
た
の

が
始
ま
り
で
す
。

以
来
、
年
１
回
の

鉢
上
げ
・
定
植
作

業
を
継
続
し
て
い

ま
す
。

　

６
月
の
「
カ
ン
ゾ
ウ
祭
り
」
で
は
、
大

野
亀
大
地
を
バ
ッ
ク
に
、
マ
ー
チ
ン
グ
の

演
奏
や
カ
ン
ゾ
ウ
の
保
護
募
金
活
動
を
行

い
ま
す
。
そ
の
他
、
子
供
鬼
太
鼓
や
地

元
民
謡
の
踊
り
、
弾
埼
灯
台
の
一
日
灯

台
長
・
海
上
保
安
官
と
し
て
、
観
光
客
へ

の
ガ
イ
ド
も
担
当
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
の

月
に
は
、
鷲
崎
漁
場
で
、
魚
さ
ば
き
体
験

も
行
い
ま
す
。
１
年
生
も
包
丁
を
握
っ
て
、

魚
お
ろ
し
に
挑
戦
し
ま
す
。

　

９
月
は
巡
視
艇
「
と
き
く
さ
」
に
乗
船

し
、
海
上
か
ら
自
分
た
ち
の
集
落
の
位
置

や
標
高
を
確
認
し
、
災
害
に
備
え
ま
す
。

　

11
月
、
自
分
た
ち
が
育
て
た
も
ち
米
で
、

も
ち
つ
き
大
会
を

実
施
し
ま
す
。
こ

れ
ま
で
の
学
習
や

教
育
活
動
で
お
世

話
に
な
っ
た
地
域

の
方
を
招
待
し
、

感
謝
の
気
持
ち
を

伝
え
交
流
を
深
め

ま
す
。

　

12
月
は
「
寒
ぶ

り
大
漁
ま
つ
り
」

に
参
加
し
ま
す
。

学
校
田
で
育
て
た
無
農
薬
も
ち
米
の
販
売
、

赤
い
羽
根
共
同
募
金
活
動
等
で
地
元
を
応

援
し
ま
す
。
今
年
は
、
３
、
４
年
生
が
自

分
た
ち
の
地
域
へ
の
願
い
を
込
め
た
大
漁

旗
を
作
り
、
披
露
し
ま
し
た
。
20
回
の
節

目
の
年
に
ふ
さ
わ
し
い
企
画
で
、
会
場
の

方
々
に
も
好
評
で
し
た
。

　

今
後
も
、
学
校
の
伝
統
と
よ
さ
を
生
か

し
て
「
地
域
に
根
ざ
し
た
学
習
」
を
進
め
、

地
域
の
中
で
た
く
ま
し
く
自
立
す
る
子
供

を
育
て
て
い
き
ま
す
。

◆
佐
渡
市
教
育
委
員
会 

学
校
教
育
課
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今 
が
ん
ば
っ
て
ま
す

　
　
　
佐
渡
市
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海
府
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学
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